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第93回選抜高校野球大会（3月19日から13日間、阪神甲子臆l球場）の出場32校を決める選考委員会が1月29Hに史上初のオンラインで間かれ

21世紀枠として束播膳高校が選ばれました。念願の111sFIN初出場となります。
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